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１．研究の背景とねらい 

 本研究では、原子力発電所事故時の緊急時放射能影響予測のための、早期の放出量推定手法の

実現を目指し、航空機および車両などによる４次元移動観測データを利用した放出量推定システ

ムを開発するとともに、福島第一原子力発電所の事故では、事故後、長期間の被ばく評価が必要

となったので、長期間にわたる線量評価システムを開発することを目的とする。 

 

２．これまでの研究成果 

主要な研究成果は、次のとおりである。 

(1)放出量推定手法開発 

①広域観測データと気象モデル（W-SPEEDI ほか）を用いた詳細解析手法のほかに、狭域観測デー

タと正規拡散式（風洞実験データ近似式）を用いた即応解析手法を開発した。（参考文献(1),(2)、

図―１参照） 
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図 1.  本研究で開発した放出量推定手法の概要 

 

②即応および詳細解析手法については、福島事故観測データで放出量推定計算を行い、原子力研

究開発機構などが公開済みの推定値(1016Bq/hr)とオーダが整合することを確認した。（図―２、

表―１参照） 
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図－２ W－SPEEDI（参考文献(4)）および本研究（即応解析手法）の放出量推定結果 

表－１ WSPEEDI および WRF/CHEM の計算結果を用いた本研究（詳細解析手法）の放出量推定結果 

観測データ 観測地点 計算モデル 3/15 最大放出量推定値 

(Bq/hr) 

①濃度 東海村（原子力機構） WRF/CHEM 4.1×1014 

東海村（原子力機構） WRF/CHEM 1.3×1013 

東海村（原子力機構） WSPEEDI 9.5×1014 

②沈着量 東海村（原子力機構） WRF/CHEM 7.1×1017 

 

③即応解析手法については、東海第二および敦賀原子力発電所の風洞実験データで検証計算を行

い、風向偏差および地形影響などに起因する不確定性を低減する対策を開発した。 

 

(2)移動観測データ利用システム開発 

①移動観測および固定観測データを共通の入力形式で利用可能な「放出量推定統合システム」を

開発した。（図―３参照） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図－３ 放出量推定統合システム構成（3種類の観測データ使用の場合）  
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②固定観測データ（空間線量率）を空間からの寄与分（クラウド線量率）と地面からの寄与分（グ

ランド線量率）に、分離するフィルタリング処理技術を開発した。（図―４参照） 

a)空間線量率観測データ            b)データフィルタリング処理結果 
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(a)MP-C.txt : Characteristic of all criterial γ c dose error rate for optimaization of HPF var.
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(d)MP-C.txt :Comparison of each cloud-shine gamma-rays exposure
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(a)MP-C.txt : Characteristic of all criterial γ c dose error rate for optimaization of HPF var.
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(d)MP-C.txt :Comparison of each cloud-shine gamma-rays exposure
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図－４ 空間線量率観測データからクラウド線量率を抽出した例 

(日本原電東海第二発電所観測値) 

 

(3)再飛散評価手法開発 

①福島事故の観測データから、再飛散係数を解析し、事故後約１ケ月間については、既存の文献

値（10-8～10-10/m)と同じオーダであることを確認した。（参考文献(3)、図―５参照） 
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図－５ 福島地域の再飛散係数の解析結果とその変動原因推定 

 

②福島事故の観測データから、沈着速度を解析し、NUREG/CR-7161 の推奨値(0.01～1.0cm/s)と同

じオーダであり、NUREG/CR-7161 の推奨値が妥当な数値であることを確認した。（図―６参照） 

a)事故後１ケ月以内（2011,3 以内）       b)事故後１ケ月以降(2011.4 以降) 
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図－６ NUREG/CR-7161 の沈着速度推奨値と東海村観測データの比較 
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③EU がチェルノブイリ事故後、開発した長期被ばく評価コード（ERMIN）で計算した結果（空間

線量率）は、福島周辺で観測された事故後３年間の観測データと、ほぼ整合すること を確認した。

（参考文献(3),(5),図―７参照） 

 

図－７ 福島周辺の観測データと EU の長期被ばく評価コード（ERMIN）の比較 

 

３．今後の展望 

本研究で開発した放出量推定統合システムは、既存の放出量推定手法よりも、高速度（PC で数分

間）かつ容易に計算が可能であり、今後、国内の原子力発電所において、実用的な放出量推定手

法として適用が期待される。 

また、本研究で検証した EU の長期被ばく評価モデル（ERMIN）は、福島地域の観測データと、ほ

ぼ、整合しており、除染効果を考慮した長期被ばく評価に適用が可能である。 
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